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(57)【要約】
【課題】発光の形状が所望のパターンに近づけることが
できるＥＬ用電極パネルを提供する。
【解決手段】ＥＬ用電極パネル１は、基材２と、基材２
上に形成され、平行部１１及び平行部１１に対して傾斜
する方向に延びるとともに平行部１１に接続された傾斜
部１２を含む第１電極３と、第１電極３とは間隔を空け
て、基材２上に形成され、平行部２１及び平行部２１に
対して傾斜する方向に延びるとともに平行部２１に接続
された傾斜部２２を含む第２電極４と、誘電体層５及び
発光層６を含み両電極３、４上に形成された発光部とを
備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、
　前記基材上に形成され、第１平行部及び前記第１平行部に対して傾斜する方向に延びる
とともに前記第１平行部に接続された第１傾斜部を含む第１電極と、
　前記第１電極とは間隔を空けて、前記基材上に形成され、第２平行部及び前記第２平行
部に対して傾斜する方向に延びるとともに前記第２平行部に接続された第２傾斜部を含む
第２電極と、
　誘電体層及び発光層を含み前記両電極上に形成された発光部とを備えていることを特徴
とするＥＬ用電極パネル。
【請求項２】
　前記基材は、外周の一部が直線状であって、
　前記第１平行部または前記第２平行部は、前記基材の外周の直線と平行であることを特
徴とする請求項１に記載のＥＬ用電極パネル。
【請求項３】
　前記第１傾斜部及び第２傾斜部は、それぞれ複数の異なる方向に延びることを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載のＥＬ用電極パネル。
【請求項４】
　前記第１傾斜部及び第２傾斜部は、波形状であることを特徴とする請求項１～請求項３
のいずれか１項に記載のＥＬ用電極パネル。
【請求項５】
　前記第１傾斜部及び第２傾斜部は、互いに平行に形成されていることを特徴とする請求
項１～請求項４のいずれか１項に記載のＥＬ用電極パネル。
【請求項６】
　複数の前記第１傾斜部が、前記第１平行部から延び、
　複数の前記第２傾斜部が、前記第２平行部から延び、
　前記複数の第１傾斜部及び前記複数の第２傾斜部は、交互に配置されていることを特徴
とする請求項１～請求項５のいずれか１項に記載のＥＬ用電極パネル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷等により発光領域をパターニングするためのＥＬ（エレクトロルミネッ
センス）用電極パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＥＬ発光により光を照射するＥＬ発光装置のためのＥＬ用電極が知られている。
【０００３】
　特許文献１には、第１電極及び第２電極と、絶縁体層と、発光層と、透明電極とがフィ
ルム上に順に積層された発光素子が開示されている。
【０００４】
　第１電極及び第２電極は、櫛歯型にパターニングされてフィルム上に形成されている。
第１電極の歯及び第２電極の歯は、絶縁するために、互いに所定の間隔を空けて、噛み合
うように形成されている。透明電極は、所望の形状にパターニングされている。
【０００５】
　特許文献１の発光素子では、第１電極と第２電極との間に交流電源が接続されると、第
１電極及び第２電極と、透明電極との間で電界が形成される。これにより、電界が形成さ
れる発光層の領域では、光が発光する。この結果、透明電極と略同じパターンで発光層が
発光する。
【特許文献１】特開平８－１５３５８２号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述した特許文献１の技術では、電極が櫛歯型に形成されているので、
櫛歯の歯の部分と透明電極が平行になる場合が多い。このため、透明電極が、電極の歯と
歯の間に嵌り込むことが多くなる。この結果、透明電極が形成されている領域であっても
、発光しない領域が多くなり、所望のパターンと発光の形状が大きく異なるといった課題
がある。具体的には、アルファベットの「Ｔ」、「Ｈ」、「Ｅ」等のように縦方向及び横
方向の細い直線によってのみ形成される文字等の場合、縦方向及び横方向のいずれか一方
は、櫛歯の歯と平行になる。これは、発光層が発光しない領域である歯と歯の間の隙間と
も平行になることを意味する。この結果、文字を構成する細い直線が、歯と歯の間の隙間
に嵌り込み、光が発光しない領域が増え、上述の課題が生じる。
【０００７】
　本発明は、上述した課題を解決するために創案されたものであり、発光の形状が所望の
パターンに近づけることができるＥＬ用電極パネルを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、基材と、前記基材上に形成され、第１平行部及び前記第１平行部に
対して傾斜する方向に延びるとともに前記第１平行部に接続された第１傾斜部を含む第１
電極と、前記第１電極とは間隔を空けて、前記基材上に形成され、第２平行部及び前記第
２平行部に対して傾斜する方向に延びるとともに前記第２平行部に接続された第２傾斜部
を含む第２電極と、誘電体層及び発光層を含み前記両電極上に形成された発光部とを備え
ていることを特徴とする。
【０００９】
　尚、ここでいう「傾斜」とは、垂直または平行ではないことを示す。
【００１０】
　請求項２の発明は、前記基材は、外周の一部が直線状であって、前記第１平行部または
前記第２平行部は、前記基材の外周の直線と平行であることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３の発明は、前記第１傾斜部及び第２傾斜部は、それぞれ複数の異なる方向に延
びることを特徴とする。
【００１２】
　請求項４の発明は、前記第１傾斜部及び第２傾斜部は、波形状であることを特徴とする
。
【００１３】
　請求項５の発明は、前記第１傾斜部及び第２傾斜部は、互いに平行に形成されているこ
とを特徴とする。
【００１４】
　請求項６の発明は、複数の前記第１傾斜部が、前記第１平行部から延び、複数の前記第
２傾斜部が、前記第２平行部から延び、前記複数の第１傾斜部及び前記複数の第２傾斜部
は、交互に配置されている
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、電極が、平行部に対して傾斜する傾斜部を有するので、「Ｔ」等のよ
うに縦方向と横方向の細い直線によって構成されているパターンであっても、電極と電極
との間の隙間にパターンが嵌り込むことを抑制できる。この結果、発光の形状を所望のパ
ターンに近づけることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　（第１実施形態）
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　以下、図面を参照して、本発明による第１実施形態のＥＬ用電極パネルについて説明す
る。図１は、第１実施形態によるＥＬ用電極パネルの全体斜視図である。図２は、ＥＬ用
電極パネルの平面図である。図３は、図２におけるＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図であ
る。尚、以下の説明では、図１の矢印で示すＸＹＺをＸＹＺ方向とする。
【００１７】
　図１に示すように、第１実施形態によるＥＬ用電極パネル１は、基材２と、３本の第１
電極３と、４本の第２電極４と、誘電体層５と、発光層６と、保護層７とを備えている。
誘電体層５及び発光層６が、請求項に記載の発光部に相当する。尚、透明電極５１は、ユ
ーザーが所望のパターン（例えば、「Ｔ」）でＥＬ用電極パネル１（保護層７）の上面に
印刷等によって形成するものであって、ＥＬ用電極パネル１の必須の構成ではない。
【００１８】
　図２に示すように、基材２は、平面視にて、長方形状に形成されている。即ち、基材２
は、四辺が直線によって構成されている。基材２は、折り曲げることが可能な紙からなる
。尚、基材２を、フレキシブル性を有する樹脂によって構成してよい。
【００１９】
　図３に示すように、第１電極３は、基材２上に形成されている。３本の第１電極３は、
等間隔でＸ方向に配列されている。第１電極３は、カーボンペーストや銀ペースト等の導
電性の材料からなる。各第１電極３は、平行部１１と、傾斜部１２と、接続部１３とを備
えている。
【００２０】
　図２に示すように、平行部１１は、Ｙ方向へ延びるように形成されている。即ち、平行
部１１は、基材２のＸ方向側の辺と平行に形成されている。平行部１１の－Ｙ方向側の端
部は、外部に露出している。
【００２１】
　傾斜部１２は、平行部１１の±Ｘの両側に接続された状態で、それぞれ５本ずつ形成さ
れている。傾斜部１２は、平面視にて、平行部１１に対して４５°傾斜した方向に延びる
ように形成されている。ここで、平行部１１の＋Ｘ側から延びる傾斜部１２と平行部１１
の－Ｘ側から延びる傾斜部１２は、９０°異なる傾斜方向に延びる。全ての傾斜部１２は
、同じ幅及び同じ長さで形成されている。５本の傾斜部１２は、Ｙ方向に等間隔で配列さ
れている。各傾斜部１２間の間隔は、傾斜部１２の幅よりも大きくなるように配置されて
いる。
【００２２】
　接続部１３は、平行部１１の－Ｙ方向側の端部に形成されている。接続部１３には、外
部の交流電源５２が接続される。
【００２３】
　図２及び図３に示すように、第２電極４は、第１電極３とは間隔を空けて、基材２上に
形成されている。４本の第２電極４は、等間隔でＸ方向に配列されている。第２電極４は
、カーボンペーストや銀ペースト等の導電性の材料からなる。各第２電極４は、平行部２
１と、傾斜部２２と、接続部２３とを備えている。
【００２４】
　図２に示すように、平行部２１は、Ｙ方向へ延びるように形成されている。即ち、平行
部２１は、Ｘ方向側の辺と平行に形成されている。平行部２１の＋Ｙ方向側の端部は、外
部に露出している。
【００２５】
　傾斜部２２は、平行部２１の±Ｘの両側に接続された状態で、それぞれ５本ずつ形成さ
れている。尚、＋Ｘ方向における端の第２電極４は、５本の傾斜部２２が平行部２１の－
Ｘ側からのみ延びている。－Ｘ方向における端の第２電極４は、５本の傾斜部２２が平行
部２１の＋Ｘ側からのみ延びている。
【００２６】
　傾斜部２２は、平面視にて、平行部２１に対して４５°傾斜した方向に延びるように形
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成されている。平行部２１の＋Ｘ側から延びる傾斜部２２と平行部２１の－Ｘ側から延び
る傾斜部２２は、９０°異なる傾斜方向に延びる。即ち、第２電極４の傾斜部２２と第１
電極３の傾斜部１２は、互いに平行になるように形成されている。全ての傾斜部２２は、
同じ幅及び同じ長さで形成されている。５本の傾斜部２２は、Ｙ方向に等間隔で配列され
ている。各傾斜部２２間の間隔は、傾斜部２２の幅よりも大きくなるように配置されてい
る。
【００２７】
　ここで、第２電極４の傾斜部２２は、第１電極３の隣接する傾斜部１２と傾斜部１２と
の間に配置されている。また、第１電極３の傾斜部１２は、第２電極４の隣接する傾斜部
２２と傾斜部２２との間に配置されている。これにより、第１電極３の傾斜部１２と第２
電極４の傾斜部２２は、Ｙ方向において、交互に周期的に配置されることになる。
【００２８】
　接続部２３は、平行部２１の＋Ｙ方向側の端部に形成されている。接続部２３には、外
部の交流電源５２が接続される。
【００２９】
　誘電体層５は、第１電極３及び第２電極４と発光層６とを絶縁するためのものである。
誘電体層５は、チタン酸バリウムを含む誘電体材料からなる。誘電体層５は、平面視にて
、長方形状に形成されている。誘電体層５のＸ方向の幅は、基材２のＸ方向の幅と同じで
ある。一方、誘電体層５のＹ方向の長さは、接続部１３、２３を露出させるために、基材
２のＹ方向の長さよりも短い。
【００３０】
　発光層６は、光を発光（ＥＬ発光）させるためのものである。発光層６は、ＺｎＳ系の
蛍光材料を含む。発光層６は、平面視にて、長方形状に形成されている。発光層６は、誘
電体層５の上面全体を覆うように、誘電体層５と同じ形状に形成されている。
【００３１】
　保護層７は、発光層６を保護するためのものである。保護層７は、光を透過可能な樹脂
からなる。保護層７は、発光層６の上面全体を覆うように形成されている。
【００３２】
　保護層７上には、ＩＴＯ（インジウム・スズ酸化物）からなる透明電極５１がユーザー
によって所望のパターン（例えば、「Ｔ」）で印刷される。ここで、第１電極３及び第２
電極４は、基材２の一辺と平行な平行部１１、２１に対して傾斜する傾斜部１２、２２を
有する。これにより、「Ｔ」にパターニングされた透明電極５１は、第１電極３の傾斜部
１２と第２電極４の傾斜部２２とを跨ぐことになる。即ち、透明電極５１が、「Ｔ」のよ
うに基材２の両辺に平行な直線によって構成されるパターンであっても、透明電極５１が
、第１電極３の傾斜部１２と第２電極４の傾斜部２２との間の隙間に嵌り込むことが抑制
される。
【００３３】
　次に、上述した第１実施形態によるＥＬ用電極パネルを用いたＥＬ発光装置の動作につ
いて説明する。図４は、透明電極が印刷されたＥＬ電極パネルの動作を説明する図である
。尚、図４におけるハッチング領域は、第１電極３または第２電極４と透明電極５１との
重複領域、即ち、発光領域を示す。
【００３４】
　図４に示すように、まず、第１電極３の接続部１３と第２電極４の接続部２３との間に
交流電源５２を接続する。これにより、第１電極３と透明電極５１との間に電界（図３矢
印参照）が生じる。また、第２電極４と透明電極５１との間にも電界が生じる。この結果
、電界が形成された領域の発光層６では、蛍光体によって光が発光（ＥＬ発光）する。
【００３５】
　ここで、「Ｔ」にパターニングされた透明電極５１は、第１電極３の傾斜部１２と第２
電極４の傾斜部２２とを跨ぐので、図４に示すハッチング領域のように、透明電極５１の
パターンと略同じ形状の光が外部へと照射される。



(6) JP 2010-129437 A 2010.6.10

10

20

30

40

50

【００３６】
　次に、上述した第１実施形態によるＥＬ用電極パネルに製造方法について説明する。
【００３７】
　まず、スクリーン印刷法によって、基材２上にポリエステル系の樹脂（例えば、ＰＥＴ
：ポリエチレンテレフテレート）とカーボンとを混合させたペーストを、第１電極３及び
第２電極４のパターンに印刷する。この後、１００℃～１５０℃の温度で数十分乾燥させ
ることにより、ペーストを硬化させて、第１電極３及び第２電極４を形成する。
【００３８】
　次に、スクリーン印刷法によって、チタン酸バリウムとフッ素ゴム系樹脂を混合させた
ペーストを、基材２、第１電極３及び第２電極４上に、誘電体層５のパターンで印刷する
。この後、７０℃～１４０℃の温度で数分乾燥させることにより、ペーストを硬化させる
。この工程を複数回繰り返すことによって、多層構造の誘電体層５を形成する。
【００３９】
　次に、スクリーン印刷法によって、ＺｎＳ系の蛍光体粉とポリエステル系樹脂とを混合
させたペーストを、誘電体層５上の全面に塗布する。この後、７０℃～１４０℃の温度で
数十分乾燥させることにより、ペーストを硬化させて、発光層６を形成する。
【００４０】
　次に、スクリーン印刷法によって、ポリエステル系の樹脂を、発光層６の上面全体に保
護層７を印刷する。その後、１００℃～１５０℃の温度で乾燥させることにより硬化させ
て、保護層７を形成する。
【００４１】
　これにより、第１実施形態によるＥＬ用電極パネル１が完成する。
【００４２】
　この後、ユーザーは、ＩＴＯ粉末を樹脂溶液に分散させたＩＴＯインキを保護層７上に
所望の形状（例えば、「Ｔ」）で印刷する。この後、ＩＴＯインキの溶媒を蒸発させて、
透明電極５１を形成する。これにより、ユーザーは、所望のパターンに近い形状で光が発
光するＥＬ発光装置を作製することができる。
【００４３】
　上述したように第１実施形態によるＥＬ用電極パネル１は、第１電極３及び第２電極４
が基材２の一辺と平行な平行部１１、２１に対して傾斜する傾斜部１２、２２を有する。
これにより、「Ｔ」等のように基材２の各辺と平行な細い直線によって構成されるパター
ンで透明電極５１を形成しても、透明電極５１が、第１電極３と第２電極４との間の隙間
に嵌り込むことを抑制できる。この結果、ＥＬ用電極パネル１は、発光の形状を所望のパ
ターンに近づけることができる。
【００４４】
　（第２実施形態）
　次に、図面を参照して、上述した実施形態の一部を変更した第２実施形態について説明
する。図５は、第２実施形態によるＥＬ用電極パネルの全体斜視図である。図６は、ＥＬ
用電極パネルの平面図である。尚、上述した実施形態の構成と同様の構成には、同じ符号
を付与して説明を省略する。
【００４５】
　図５及び図６に示すように、第２実施形態によるＥＬ用電極パネル１Ａは、第１電極３
Ａ及び第２電極４Ａのパターンが第１実施形態とは異なる。
【００４６】
　第１電極３Ａは、平行部１１Ａと、６本の傾斜部１２Ａと、接続部１３Ａとを備えてい
る。
【００４７】
　平行部１１Ａは、基材２の－Ｘ側の辺の近傍に配置されている。平行部１１Ａは、Ｙ方
向に延びるように形成されている。即ち、平行部１１Ａは、基材２のＸ方向側の辺と平行
に形成されている。平行部１１Ａの－Ｙ方向側の端部は、外部に露出している。
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【００４８】
　各傾斜部１２Ａは、波形状（Ｍ字状）に形成されている。傾斜部１２Ａは、平行部１１
Ａの＋Ｘ側から延びるように形成されている。傾斜部１２Ａの各辺は、平行部１１Ａに対
して４５°傾斜している。ここで傾斜部１２Ａは、平行部１１Ａに対して異なる方向（±
４５°）に傾斜している辺が交互に配列されて、波形状を構成している。６本の傾斜部１
２Ａは、同じ幅、同じ長さで形成されている。６本の傾斜部１２Ａは、一定の間隔を空け
て配列されている。隣接する傾斜部１２Ａ間の間隔は、傾斜部１２Ａの幅よりも大きく構
成されている。
【００４９】
　接続部１３Ａは、平行部１１Ａの－Ｙ方向側の端部に形成されている。
【００５０】
　第２電極４Ａは、平行部２１Ａと、６本の傾斜部２２Ａと、接続部２３Ａとを備えてい
る。
【００５１】
　平行部２１Ａは、基材２の＋Ｘ側の辺の近傍に配置されている。平行部２１Ａは、Ｙ方
向に延びるように形成されている。即ち、平行部２１Ａは、基材２のＸ方向側の辺と平行
に形成されている。平行部２１Ａの－Ｙ方向側の端部は、外部に露出している。
【００５２】
　各傾斜部２２Ａは、波形状（Ｍ字状）に形成されている。傾斜部２２Ａは、平行部２１
Ａの－Ｘ側から延びるように形成されている。傾斜部２２Ａの各辺は、平行部２１Ａに対
して４５°傾斜している。ここで傾斜部２２Ａは、平行部２１Ａに対して異なる方向（±
４５°）に傾斜している辺が交互に配列されて、波形状を構成している。６本の傾斜部２
２Ａは、同じ幅、同じ長さで形成されている。６本の傾斜部２２Ａは、一定の間隔を空け
て配列されている。隣接する傾斜部２２Ａ間の間隔は、傾斜部２２Ａの幅よりも大きく構
成されている。
【００５３】
　ここで、第２電極４Ａの傾斜部２２Ａは、第１電極３Ａの傾斜部１２Ａ間に配置されて
いる。また、第１電極３Ａの傾斜部１２Ａは、第２電極４Ａの傾斜部２２Ａ間に配置され
ている。
【００５４】
　接続部２３Ａは、平行部２１Ａの－Ｙ方向側の端部に形成されている。
【００５５】
　上述したように第２実施形態によるＥＬ用電極パネル１Ａでは、第１電極３Ａ及び第２
電極４Ａに傾斜部１２Ａ、２２Ａを形成することによって、第１実施形態と同様の効果を
奏することができる。
【００５６】
　以上、実施形態を用いて本発明を詳細に説明したが、本発明は本明細書中に説明した実
施形態に限定されるものではない。本発明の範囲は、特許請求の範囲の記載及び特許請求
の範囲の記載と均等の範囲により決定されるものである。以下、上記実施形態を一部変更
した変更形態について説明する。
【００５７】
　上述した各実施形態における部材は適宜変更可能である。例えば、各部材を構成する材
料、形状、本数（個数）等は適宜変更可能である。
【００５８】
　また、上述した実施形態では、本発明を無機ＥＬ発光用の電極パネルに適用したが、有
機ＥＬ発光用の電極パネルに本発明を適用してもよい。
【００５９】
　また、上述した実施形態における第１電極及び第２電極の形状（パターン）は適宜変更
可能である。また、第１電極及び第２電極を構成する材料は、銅、ニッケル、アルミニウ
ム等を含むペーストによって構成してもよい。また、上述した実施形態における平行部と



(8) JP 2010-129437 A 2010.6.10

10

20

傾斜部との間の角度は適宜変更可能である。更には、傾斜部毎に異なる傾斜角度としても
よい。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】第１実施形態によるＥＬ用電極パネルの全体斜視図である。
【図２】ＥＬ用電極パネルの平面図である。
【図３】図２におけるＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図である。
【図４】透明電極が印刷されたＥＬ電極パネルの動作を説明する図である。
【図５】第２実施形態によるＥＬ用電極パネルの全体斜視図である。
【図６】ＥＬ用電極パネルの平面図である。
【符号の説明】
【００６１】
１、１Ａ　　　ＥＬ用電極パネル
２　　 基材
３、３Ａ　　　第１電極
４、４Ａ　　　第２電極
５　　 誘電体層
６　　 発光層
７　　 保護層
１１、１１Ａ　平行部
１２、１２Ａ　傾斜部
１３、１３Ａ　接続部
２１、２１Ａ　平行部
２２、２２Ａ　傾斜部
２３、２３Ａ　接続部
５１　 透明電極
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